







ものである。分析対象期間は 2歳 0ヶ月から 3歳 1ヶ月までとし，限定さ
れた動詞構文の使用から創造に富んだ使用まで，どのような発達の傾向が









































































































































































































今回の分析対象となるデータは， CHILDES(CHiid Language Data 
Exchange System) :nに掲載されている，日本語を母国語とする幼鬼と母親の
テキスト形式の会話データである。 CHILDESには幼児 5人の母子会話デ



































































2:0 2:1 2:6 2:7 3:0 3:1 
v 39 (70%) 33 (80%) 28 (90%) 42 (72%) 35 (66%) 58 (73%) 
sv 16 (29%) 8 (20%) 3 (10%) 16 (28%) 17 (32%) 21 (26%) 
vs 1 (2%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 1 (2%) 1 (1%) 
Total 56 (100%) 41 (100%) 31 (100%) 58 (100%) 53 (100%) 80 (100%) 
他動詞構文の語順と頻度：幼児
2:0 2:1 2:6 2:7 3:0 3:1 
v 45 (67%) 17 (49%) 21 (44%) 30 (70%) 15 (32%) 11 (41%) 
sv 7 (10%) 3 (9%) 4 (8%) 2 (5%) 0 (0%) 2 (7%) 
vs 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 1 (2%) 0 (0%) 0 (0%) 
ov 15 (22%) 13 (37%) 21 (44%) 7 (16%) 30 (64%) 14 (52%) 
VO 0 (0%) 0 (0%) 2 (4%) 3 (7%) 0 (0%) 0 (0%) 
SOY 0 (0%) 2 (6%) 0 (0%) 0 (0%) 2 (4%) 0 (0%) 
Total 67 (100%) 35 (100%) 48 (100%) 43 (100%) 47 (100%) 27 (100%) 














2・0 2・1 2:6 2:7 3:0 3:1 age 
先行研究で示したように， Choiは I歳 8ヶ月から 1歳 11ヶ月に相当す
るピリオド 2で，幼児は自動詞と他動調の区別ができることを述べ，その


















































たところ， 2歳 0ヶ月と 1ヶ月のセッションではひとつも確認されなかっ
たが， 2歳6,7ヶ月では約 13% (13/179）；，そして 3歳のセッション，そし
































であるが， 2歳 0ヶ月から 3歳 1ヶ月までの全体的な統計を見てみると， 2
歳 0ヶ月のセッションでは全 56の自動詞構文のうち主語＋助詞＋動詞は 3






































































2:0 2:1 2:6 2:7 3:0 3:1 
14% 31% 55% 49% 46% 38% 
幼児の動詞構文に用いられる文末助詞の種類
2:0 2:1 2:6 2:7 3:0 3:1 
よ かなあ でしょう でしょう か じゃん
って な か か から か
ね よ かなあ かなあ けど から
の から な から な けど
jョ jョ ね jョ もん
の σ〉 の の な
わ わ って って jョ






助調の使用に劇的な増加が見られ， 2歳 6ヶ月から 3歳 1ヶ月まで全動詞
構文の約半数に文末助詞が用いられている。さらに， 2歳0ヶ月で使用さ
れた助詞は合計 4つであるのに対し， 2歳 1ヶ月以降では徐々に多くの助
詞が出現しており， 2歳 1ヶ月は「かな」， 6ヶ月は「でしょう」， 7ヶ月は

































2:0 2:1 2:6 2:7 3:0 3:1 
1、品墨つ、 余る 出る 開く 見える 落ちる
生える 遊ぶ 切れる カfんlまる 起きる 咲く
入る 退く 壊れる 走る 立つ 足りる
はまる 挟まる くっつく 隠れる 移る
行く ヲ｜く 曲がる 勝つ 休む
居る 寝る 座る 負ける
帰る 降りる 倒れる 無くなる
来る 止まる 飛ぶ 並ぶ






2:0 2:1 2:6 2:7 3:0 3:1 
あげる かける 暖める はめる 囲む ヲ｜く
開ける 見る 出す 間違える のかす 貸す
欲する 置く 運ぶ 並べる 降ろす 決める
言う 知る 貼る 教える 助ける 回す


































































2:0 2:1 2:6 2:7 3:0 3:1 
v 20 (44%) 52 (60%) 63σ3%) 50 (63%) 54 (64%) 73 (77%) 
SY 25 (56%) 33 (38%) 19 (22%) 27 (34%) 29 (34%) 21 (22%) 
vs 0 (0%) 2 (2%) 4 (5%) 3 (4%) 2 (2%) 1 (1 %) 
Total 45 (100%) 87 (100%) 86 (100%) 80 (100%) 85 (100%) 95 (100%) 
他動詞構文の語順と頻度：母親
2:0 2:1 2:6 2:7 3:0 3:1 
v 41 (48%) 24 (44%) 34 (40%) 29 (42%) 19 (40%) 42 (60%) 
SY 5 (6%) 4 (7%) 6 (7%) 4 (6%) 5 (10%) 4 (6%) 
vs 0 (0%) 1 (2%) 2 (2%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 
ov 30 (35%) 17 (31%) 37 (44%) 27 (39%) 17 (35%) 19 (27%) 
VO 6 (7%) 5 (9%) 1 (1%) 5 (7%) 0 (0%) 3 (4%) 
SOY 2 (2%) 0 (0%) 3 (4%) 1 (1%) 6 (13%) 2 (3%) 
svo 0 (0%) 0 (0%) 1 (1 %) 0 (0%) 1 (2%) 0 (0%) 
osv 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 3 (4%) 0 (0%) 0 (0%) 
ovs 1 (1%) 2 (4%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 
vso 1 (1%) 1 (2%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 













る。その使用頻度は， 3歳 0ヶ月で 13%，その他のセッションでは平均 3







































2:0 2:1 2:6 2:7 3:0 3:1 
平叙文 55(42%) 78 (55%) 89 (52%) 81 (54%) 83 (62%) 87 (53%) 
命令文 24(18%) 27 (19%) 28 (16%) 31 (21 %) 16 (12%) 27 (16%) 
疑問文 52(40%) 36 (26%) 53 (31%) 37 (25%) 34 (26%) 51 (31%) 
Total 131 (100%) 141 (100%) 170 (100%) 149 (100%) 133 (100%) 165 (100%) 
幼児の動調構文のタイプ
2:0 2:1 2:6 2:7 3:0 3:1 
平叙文 84(68%) 49 (64%) 59 (75%) 78 (77%) 50 (50%) 81 (76%) 
命令文 15(12%) 21 (28%) 6 (8%) 14 (14%) 18 (18%) 13 (12%) 
疑問文 24(20%) 6 (8%) 14 (18%) 9 (9%) 32 (32%) 13 (12%) 






















幼児 ：すーちゃん（第三者） うち 帰る。











































2:0 2:1 2:6 2:7 3:0 3:1 
幼児 22 31 36 40 35 40 
幼児のみ 1 6 8 12 14 13 
共有 21 25 28 28 21 28 
母親 17 21 26 35 25 29 
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